
特集：クリティカル・サイクリング

ャンするみたいにして、渋谷から秋葉原までの10キロ
をスケボーで移動すると、いままで気がつかなかった雑
貨屋や神社が発見できるんです。冒険に近いものがあっ
て、電車だとたったの５分とか１０分が冒険になって、
全然違う景色が現れてきます。

後藤 もともと運動が苦手なんですけど、皆さんを見て
いてすごい楽しそうだし、宣言文を読んだときに、これ
は乗らないと理解できないと思って参加し始めました。
いきなりずいぶん乗りましたけど、呼吸が楽だったんで
す。リズミカルに呼吸ができた。
最初、「クリティカル・サイクリング宣言」の起草に
入ってなかったのは理解できていないからでしたが、け
どいまならなんとなく感じ取ることができます。頭だけ
でなく身体で、別のフェーズから考えることができるよ
うになってきました。

松井 綿貫くんが電車の移動を止めて、スケボーや自転
車で都市の見え方が変わってきたという体験は、『魔女
の宅急便』のレビューにも反映されているよね。僕は自
転車からこの映画を意識したことなかった。

綿貫 意識的にジブリ作品を見直してみました。それを
まとめようと思ったんですけど……。

伊村 言われてみるとジブリ映画は、確かに風を感じさ
せるシーンが多いですよね。

松井 湯澤くんは、もともと長距離で乗ったりしてきた
というのは、どういう背景があったんですか？

湯澤 もともと旅が好きで、バックパッカーで東南アジ
アを回っていたんですが、日本国内をあまり知らないな
と気づいて、途中で人と交流できるからと最初はヒッチ
ハイクを考えました。でも運転手の方としか交流できな
い。そういう意味で、車は人と接することはゼロで、徒
歩の場合は話しかけられないんです。でも自転車だと声
をかけられやすいことを発見しました。「うちの息子み
たい！」とか声をかけられるんです。沖縄を巡ったとき
はフェリーで知り合ったおじいちゃんの家に泊まった
り、車じゃないなと。他にも干し柿をもらったり。きっ
と人は、自転車に興味があるんですね。

松井 コミュニケーションツールとしての自転車ということ
ですね。やはりそういうコミュニティとかもあるのかな？

赤松 湯澤くんはそういうの得意だよね。性格でしょう
（笑）。
自転車のコミュニティということでは、彦根に江戸時
代の自転車見に行ったとき、駅でレンタルサイクル借り
たら、そこのおじさんが一日中案内してくれました。そ
れはNPO的な活動であって、ヨーロッパではウォーム
シャワー(Warm Showers)といって、インターネットを
活用して、自転車の旅行者の宿泊の支援や情報供給が図
られてますね。

ライドの楽しみを発見していく

綿貫 赤松さんが最初に自転車をはじめたのはどういう
タイミングですか？

赤松 みんなが思っているほど熱心ではなくて、僕以外
に自転車好きな人がIAMASには多くいた。最初は、軽
くいいなと思った程度で、熱中はしなかった。きっかけ
は東日本大震災で、計画停電が起こると言われた際に、
大垣だと避暑地にでも行かないと暑いだろうと思って、
せっかく避暑地に行くのならばとロードバイクを買った
のが最初。ちょうど卒業生が自転車で使うアプリを作っ
ていたので試したかったのもありました。最初に乗った
ときは kmくらいでアップアップだったんで、伊村さ
んはなんでいきなりこんなに走れるのだろうと思った。

伊村 わりと男女の差が出ないところがあるんじゃない
でしょうか？

赤松 体重が軽い方が有利なところがあるからかも知れ
ない。

松井 話し変わりますが、伊村さんが、みんなで走ると
きに、先導が面白いと言ってましたね。

伊村 大体いつも赤松さんが先導で、ツール・ド・西美
濃のときは八嶋さんが先導をしていてんですね。サイン
が人それぞれ違うのが面白かったですね。
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旅先でレンタサイクルを借りた。車が生活必需品の地域で
就職してからは、めっきり自転車から遠ざかっていた。幼い
頃から日々の足として使ってきたけれど、車がその役割を担
うようになった。歩くよりは早いけれど車にはかなわないし、
なにより疲れる。天候にも左右される中途半端な乗り物。自
転車に乗るのは学生まで、車を持てば卒業するもの。そう思
っていた。

借りた自転車はクロスバイクだった。シティサイクルでは
なかったのは単なる偶然。他が出払っていたからだ。高めの
値付けに舌打ちしつつ、漕ぎ出した。それは、自分が知って
る自転車とは別の乗り物だった。どこまでも滑っていく感覚。
軽い漕ぎ味。自分の力が素直にペダルに伝わり、自転車はそ
れに応えて進んでいく。

軽快。自転車ってこんな楽しい乗り物だったのか！これま
で乗ってきた自転車の感覚よりも、前に進むのだ。なんだか
得した気分で、その差分が脳にとっては快感だった。これが
乗っているかぎり続くのだ。この日を境に自転車への思いは
憧れへと転じた。

懐に余裕が出来たから、自転車を手に入れた。もちろんク
ロスバイク。２シーズン前の売れ残りだから安かった。在庫
品なのに運良くサイズが身体に合った。鍵もついてないし、
カゴや泥除けもない。これまで持っていた自転車像からすれ

ば、この手の自転車は実用性を無視しているように思える。
恰好重視の姿勢に若干疑問を感じたが、結果的には追加した
泥除けも外してしまったし、カゴなんかなくても通勤やスー
パーへの買い物にも支障はなかった。

納車後、一つ先の駅まで行ってみた。あっさり着いた。さ
らにもうひとつ先の駅まで行ってみた。なんともない！次々
と距離を伸ばす。気に入ったのは、昔からある道。最近でき
た道と違い、まっすぐ作られていないそれは、右に左にゆら
ゆら揺らぐ。先が見通せないから探究心も刺激する。堤防道
路もすばらしい。道が川の流れにそってゆらいでいる。ゆら
ぎは癒やしだ。癒されながら距離を重ねる。
「自転車で隣県まで走った」といったエピソードは、体力に
自信のある人の特殊なチャレンジだと理解していた。でも、
違っていた。自分は謎ルールに支配されていたのだ。自転車
の行動範囲は５〜６km、時間にして20〜30分程度という思
い込み。「親や学校の許可なく校区外に出てはダメ」。かつて
の生徒指導が、意識の下に潜んだままとなっていたのだろう
か？

今振り返れば、借りたあのクロスバイクは入門クラスの自
転車だったことが分かる。しかし、それで十分。多くの人は、
自転車の本当のポテンシャルを知らないように思う。自転車
で県境を越える話を聞いて驚いていたかつての自分も。一度
体験すればその実力を知るはずだ。ぜひ多くの人に知ってほ
しいと願う。きっと虜になるはずだ。

コラム




